
「喜多方市乾杯条例」原案の概要 

 

１ 条例の目的 

 この条例は、飯豊山系の清き伏流水、良質な米と森林資源に恵まれ、寒暖差

が大きい盆地特有の気候をもとに醸造業、漆器業などが発達してきた喜多方市

において、市内で造られる日本酒（以下「日本酒」という。）を市内で生産さ

れる漆器等（以下「漆器等」という。）に注いで乾杯する習慣を広めることに

より、地産地消の拡大、地域経済の振興及び伝統産業の持続的な発展に寄与す

ることを目的として制定します。 

 

２ 条例の内容 

⑴ 市の役割 

市は、漆器等に注いだ日本酒による乾杯とその普及の促進に積極的に取り

組むよう努めるものとします。 

 ⑵ 事業者の役割 

 日本酒及び漆器等の生産に関する事業を行う者は、漆器等に注いだ日本酒

による乾杯とその普及を促進するために主体的に取り組むとともに、市及び

他の事業者と相互に協力するよう努めるものとします。 

⑶ 市民の協力 

 市民は、市及び事業者が行う漆器等に注いだ日本酒による乾杯とその普及

の促進に関する取組に協力するよう努めるものとします。 

 ⑷ 配慮事項 

 市、事業者及び市民は、この条例の実施に当たり個人の嗜好及び意思を尊

重するよう配慮するものとします。 

 

３ 今後の予定 

  10 月上旬に公布、施行する予定です。 

  

 


